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謹んで台風 19 号被害のお見舞いを申し上げま

す。「命を守る行動をとってください」「これまで

経験したことのない大雨」など気象庁から発表さ

れる言葉も度々耳にするようになり、荒れる自然

の脅威を感じています。被害に遭われた方のこと

を思うと心が痛みます。一日も早く復旧できるこ

とをお祈りします。 

どこでどんな災害が発生するかわかりません。

私たちも今一度自分の住んでいる地域性を確認

して、職員とできる限りの状況を想定して対策を

検討しておきましょう。 

さて、2019年度も後半になりました。子ども・

子育て会議では、「新制度施行後 5 年の見直しに

係る検討」を行っています。家庭的保育について

は、認可事業としてよいサービスの提供ができ、

安定した運営となるために自園調理の実現のた

めの支援策、連携施設の在り方などについてで

す。 

本協議会では、新制度が施行された 2015 年度

から家庭的保育事業者として、どのように取り組

んでいけばよいのか、毎年テーマを決めて一歩一

歩進めてきました。今年度のテーマは、「自己評価

を通して保育の質の向上を図り、家庭的保育の認

知度を高めよう」です。私の保育室でも、5 月の

セミナーを参考に、チェックリストを職員一人ひ

とりが確認し、それを全体で話し合いました。同

じ項目でも人によって捉え方が違うこと、みんな

が気になっていたこと、今後取り組んでいきたい

ことなど色々なことがわかり、課題や取り組みの

方法といったことを相談できました。 

それだけでもほんの少し保育の質は上がっ

たはず。保育の振り返りは保育の質を高めるた

めにとても分かりやすく、チェックリストを活

用することにより、職員全員が同じ基準をもと

に振り返ることができるのでより具体的にな

ります。新制度施行後 5年となる今年度、是非

とも保育の振り返りをしてみましょう。 

 また、本協議会では会員同士のネットワーク

の強化を図っています。会員交流会やイベント

「いっしょにあそぼ！」、新情報連絡会などで

情報を提供したり意見を交換したりしていま

す。最近では、随分、交流が全国的になってき

ました。神戸市の会員が「赤ちゃんホーム」で

0歳児だけを保育している様子を合研でお話し

てくださいました。会員の中にこんな素晴らし

い保育をしている方がいらっしゃることを知

り、嬉しく思い励みにもなりました。会員の交

流を通しても保育の質は高められます。 

新制度施行後 5年、それぞれの家庭的保育室

の保育の質は高められていますか？ 小さな規

模の家庭的保育です。個々の力、一つひとつの

保育室のレベルアップが家庭的保育全体の質

の向上です。引き続き安全で安心のできる家庭

的保育を提供していきましょう。これから開催

される会員交流会や新情報連絡会などもどう

ぞ参加ください。会員みんなで家庭的保育の質

を高めていきましょう。 

 

   

はじめに         ＮＰＯ法人家庭的保育全国連絡協議会 理事長 水嶋昌子 
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子ども・子育て会議について 

 

NPO法人家庭的保育全国連絡協議会理事長 水嶋昌子  
 

子ども・子育て会議は、第 44回（8月 29日）、第 45回（9月 27日）、第 46回（10月 10日）が開催さ

れました。主な審議内容は「新制度施行後 5年の見直しに係る検討について」です。 

家庭的保育に関連する項目 

5（2）保育士資格を有する者が家庭的保育者等として従事する場合の、家庭的保育研修の受講要件の 

柔軟化 

家庭的保育者も保育補助者も保育士であっても研修受講は必要であると考えています。保育補助者に

ついては一定の条件を満たす場合には受講時期を柔軟化し、雇用後に直近の研修受講で対応できるよう

にしてほしいと、本協議会から提案してきた事項です。家庭的保育は地域に根ざした保育であり、潜在保

育士が復職しやすい職場であることからも柔軟化はよい効果につながると思います。 

国から第 46回に示された今後の方向性（案）は、「保育士資格所有者が家庭的保育や小規模保育事業 C 

型に従事するに当たり受講する家庭的保育研修については、 受講時期につき事業への従事開始後一定期

間内の受講も認めるなどの措置を講じることとしてはどうか。」と示されており、賛同しました。 

5（3）居宅で家庭的保育を実施している事業者が、5年間延長されている自園調理に係る経過措置期間中

に自園調理を実現できるようにするための支援策 

居宅で家庭的保育を実施している事業者には、ハード面などの理由で自園調理に対応できない場合が

多いため、外部搬入などの方法を進めていくことも必要だという意見を述べました。 

国から第 46 回に示された今後の方向性（案）は、「家庭的保育事業における自園調理の実施について

は、経過措置の延長や補助事業が利用可能であることを、事業者団体での講演や自治体の担当者会議に

おいて、周知・説明を行うこととしてはどうか。」というものです。本協議会でも今後、自園調理以外で

有効な方法を取り入れている事例などを収集する必要があるように思います。 

5（5） 連携施設制度の在り方（連携施設確保促進のための地方自治体の関与、小規模保育卒園児を対象

とした先行利用調整の仕組みの検討など） 

連携施設の確保は事業者だけの力だけでは難しく、自治体の関与が必要であることを子ども・子育て

会議では繰り返し伝えてきました。特に家庭的保育では、代替保育の役割は大きく、連携施設がないこ

とで休みが取れない保育者もいます。国が行った調査（2018）の結果でも、連携施設による「代替保育

の提供」が確保できていない保育者が 4分の 1います。これでは研修が受けられない、休みが取れない

ということになるので、経過措置期間中に自治体の関与によって速やかに連携施設が設定されるようお

願いしたいということや、成功事例の紹介が必要であることを述べました。 

国から第 46回に示された今後の方向性（案）は、地域型保育事業の卒室時には、優先利用が可能と

なるため、先行利用調整のような対応策を活用して、卒室後の受入先確保を促進することや、連携施設

の設定状況や、延長された経過措置期間における状況を踏まえて、検討を行うことなどが提案されてい

ます。 

国の動き⑪ 
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経営実態調査の結果（速報値） 

第 46 回子育て会議では、6 月末～7 月末に実施された経営実態調査の結果（速報値）についての報告

がありました。一つ気になったのは、家庭的保育の収支差割合が他の保育事業よりも高いことです。この

傾向は地域型保育事業に共通するものですが、少人数での保育の場合、受け入れ人数一人が大きく影響

すること、定員が満たない場合でも、保育補助者は確保しておかなければならないことなどを意見とし

て挙げました。他の委員からも同様の発言があり、

このことは理解されたと思います。今後、より詳細

な結果が出てくると思いますが、引き続き実態を伝

えていきたいと思っています。 

なお、第 44回会議で｢地域型保育事業の認可件数｣

を示す資料が配付されました（表参照）。家庭的保育

事業は同程度の事業数で推移していることがわか

ります。 

 

 

教育・保育施設における重大事故に関して 

 

NPO 法人家庭的保育全国連絡協議会会長 鈴木道子 

「教育・保育施設等における重大事故防止策を考える有識者会議年次報告（令和元年）」が 8月 29日

に公表されましたのでご報告します。年次報告では、各年の「教育・保育施設等における事故報告集

計」を用いて傾向を分析し、主に死亡事故について、地方自治体が行った検証報告のヒアリング等を踏

まえて、事故の傾向分析や死亡事故防止のための注意喚起事項を取りまとめて公表されています。 

平成 27年から平成 30年までの死亡件数は 44件あり、施設別に見ると、「その他の認可外保育施設」

が最も多く 26件、次いで「認可保育所」の 11件、「幼保連携型認定こども園」、「家庭的保育事業」は

各 2件、「小規模保育事業」、「病児保育事業」、「地方単独保育施設」が各 1件でした。 

平成 30年における死亡事故 9件のうち病死 1件を除く 8件は、いずれも 0歳・1歳児の睡眠中の事故

です。睡眠中の事故、発見時の体位がうつぶせ寝、施設への預け始めの時期、保育者が他の業務を行っ

ており当該児をみていなかったなど、過去に発生した事故と同様の状況が見られています。年次報告で

は、事故が繰り返し起こる要因として、依然として子どもの安全を最優先とする意識の徹底が不十分で

あること、「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン」が必ず

しも現場の職員まで行き渡っていない、あるいは行き渡っていても各職員が内容をよく認識していない

ということなどが考えられるとして、再度、周知徹底が求められています。 

平成 27年から平成 30年までの間に、家庭的保育については、利用児童が他の保育施設と比較して少

ない中で 2件もの死亡事故が起きていることを重く受け止めなければなりません。マニュアル整備の徹

底、職員全体での確認と訓練、保育者間の役割分担、健康観察チェック表を活用しての睡眠中の健康観

察等の取り組みを是非職員全員で見直してください。 

「かけがえのない子どもたちの命を守る」ことは、家庭的保育者としての使命であることを改めて自

覚しましょう。 
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「2019あいち合研」は、『声をあげよう！子どもたちのために ―未来を選ぶ自由を手

放さない― 』をテーマに 3 日間にわたって以下のとおり開催されました。 

 

1 開催期日  令和元年 8月 3日（土）、4日（日）、5日（月） 

2 参加人員  7,074人 

3 実施会場  ポートメッセ名古屋（愛知県名古屋市）金城学院大学キャンパス 

名古屋市立大学 桜山キャンパス 

4 分科会   分科会数 38  

        家庭的保育分科会『家庭的保育の現状と課題』金城学院大学キャンパス 

  ◇8月 4日（日）9:30〜16:30 

◇参加者数 35 名 

  ◇世話人 福川須美理事 

  ◇司会  細田智津子さん（東京都荒川区）、北野澤文恵さん（名古屋市） 

  ◇提案者 藤田明美さん（国分寺市）大江由香さん（大津市） 

平岡深雪さん・北口文子さん（神戸市） 

  ◇参加者 東西南北の地域から家庭的保育者が集まりました。当連絡協議会の会員が多い中会員

外の保育所職員の参加もありました。 
5 提案内容 

① 「神戸市の家庭的保育の現状と課題」（兵庫県神戸市 平岡深雪・北口文恵） 

長い歴史に支えられた神戸市の「赤ちゃんホーム」。少人数だからできる細やかな保育を実践

しながらも、家庭的保育の良さを市民に周知できていないこと、保育補助者の確保の難しさに

ついての提案がありました。 
② 「新制度における連携園との関係について」（滋賀県大津市 大江由香） 

大津市の支援によって、希望者は公立保育園との連携契約を締結しているが、子どもたちの交

流や連携費用などについてなど今後の課題について提案がありました。  

③ 「家庭的保育の役割について」（東京都国分寺市 藤田明美） 

これまでの保育を通しての課題について感じたことを発表いただき、少人数で細やかな保育の

できる家庭的保育の良さを広めていきたいと提案されました。 
 ◇午前はそれぞれの提案に対して質疑応答がありました。 

 ◇午後は午前中の提案を受け、「家庭的保育の良さをもっと広めたい」をテーマに世話人の福川先

生のもと具体的な意見や情報交換で、おおいに盛り上がり、どの保育者も明日への保育の活力に

変えて、帰路につきました。                    (相澤春美・佐藤幹子) 
 

「2020 年第 52 回合研」は 8 月 8・9・10 日福島県で開催です。 

福島の復興を願い、多くの方にご参加頂き、家庭的保育の分科会で語り合いましょう！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 51 回全国保育団体合同研究集会 in 愛知 
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■神戸市の「赤ちゃんホーム」 
理事長の水嶋さんより、神戸から是非、提案者

として発表して欲しいとの依頼が有り、同じ「赤

ちゃんホーム」の家庭的保育者である北口さんと

二人で、「合研って何だろう？」から始まり、分

科会で提案する内容を考えながら原稿をまとめて

いきました。 

まず、神戸市の「赤ちゃんホーム」が58年の歴

史がある事を知ってもらいたいと思いました。 
家庭的保育事業に移行後は、家庭的保育全国連絡

協議会に加入し、ニュースレターを通じて全国の

仲間を知る機会を得て力をもらっている事や、さ

まざまな情報を知る事で、問題意識を持ち得た事

などをお話させていただきました。そして、生後

7週目から入所して来る子もいる「赤ちゃんホー

ム」では、生まれたての命の健やかな成長を願

い、節目節目の成長を保護者と一緒に喜んでいる

日々の様子などを二人で発表しました。 

今回初めて分科会に参加して、家庭的保育者や

研究者などがハードな仕事をされながら「家庭的

保育全国連絡協議会」を支えておられる事を知り

ました。 

また、全国の仲間が家庭的保育ならではのきめ

細かい保育、地域につながる保育をされている熱

い熱い想いを聞き、とても感動いたしました。地

域によって運営面での差違がある事なども知り、

考えさせられました。 

愛知合研に参加して、知ることの大切さを改め

て学び、頑張っている沢山の仲間に力をもらい、

とても貴重な経験をさせていただきました。 

来年度も、沢山の方々が参加されることを是非

是非おすすめいたします。 

（兵庫県神戸市 平岡赤ちゃんホーム 平岡深雪 

北口赤ちゃんホーム 北口文子） 
 
■連携園との関係について                

今年の合研開催地は名古屋でした。暑さの厳し

い中、今回は提案者として参加させていただきま

した。お話を聞く立場だった昨年とは違い、提案

者になると何カ月も前から用意することもありま

したが、普段の保育ではできない貴重な経験がで

きたと思っています。 

私は、連携園との関係について提案させていた

だきました。大津市では平成 27 年の認可になる

時に、民間園と連携したいという家庭的保育事業

者以外は、市から斡旋してもらい、全室が公立の

保育園と連携園の契約ができています。連携の 3

要件を満たした連携契約書ではありますが、実際

の連携の内容にはばらつきがあり、他都市の充実

している連携内容とはほど遠い現状です。 

 国の示した内容で中身の充実を図りながら連携

している、という他都市の話もお聞きすることが

でき、大津市地域型保育連絡会に持ち帰りまし

た。 

ややもすれば日々の業務に追われ疲弊し、閉鎖

的な保育になりがちですが、今の保育をもっと良

くしたいならば、各地域の保育室の様子を聞き、

情報は自分でつかみに行くべきだと実感させられ

ました。毎年この合研の場ならではの交流だった

り、意見交換だったりを楽しみに参加していま

す。 

また機会がありましたら、合研に参加して行き

たいと思います。 

（滋賀県 大津市  

小規模保育室あすなろ大江由香） 
 
■家庭的保育で実現したい、 

きめ細やかな子育て支援               
全国各地で毎年開催される合研は、保護者や保

育者など保育や子育てに関わるさまざまな方々が

全国各地から集まり、保育・子育て・社会問題に

関して学び合う大規模な集いです。参加する度

に、子育てに真剣に向き合い、活動していること

を熱気の中に感じ、活力をもらうことが出来ま

す。来年は福島県で行われるとのことで、ぜひ参

加したいと思って帰ってきました。 

今回は、参加 4回目にして、分科会で提案する

機会をいただきました。家庭的保育の現状と課題

の中で、保護者支援の難しさと、支援が必要な家

庭への子育て支援の取り組みと今後の課題につい

て提案いたしました。 

保育の成果は、すぐに目に見える結果としては

現れないものです。特に、乳幼児期の愛着関係を

育むことが、人として成長するための土台作りだ

と思います。同じ地域に住んでいる家庭的保育者

なら、身近に子どもと保護者に寄り添いながら、

あたたかく子育てを応援できるのではないでしょ

うか。 

まだまだ保育を取り巻く課題は沢山あります

が、乳幼児の保育に適している少人数の環境で、

個々の成長にきめ細やかに対応できる家庭的保育

室が、地域の中で多くの人に認知していただく活
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動も広げていきたいと思います。 

合研では多くの方の活動内容やご意見を聞く機

会があり、人と人とのつながりの重要性を学ぶ、

とても良い機会になりました。 

（東京都国分寺市 藤田家庭保育室 藤田明美） 

 

 

■合研に初めて参加して 

今回、初めて合研に参加しました。全国から本

当にたくさんの保育士や保育関係者の方、保護者

の方が参加されていて驚きました。 

1日目は、全体会の終り頃に到着したため参加

することができませんでしたが、たくさんの保育

グッズや保育に関する本の販売があり、それを見

て回るだけでも楽しかったです。保育室の子ども

たちの喜ぶ顔を想像して、思わず保育グッズを購

入してしまいました。 

2日目の分科会では、家庭的保育の現状と課題

について学ばせていただきました。午前中は 3組

の方の提案があり、それぞれの保育室での取り組

みやそれぞれの地域での行政との関わりについて

聞けました。午後からは午前中の提案の中にもあ

ったいくつかの課題を出し合い、全国の家庭的保

育の保育者の方々と情報を交換することができま

した。 

補助者の雇用・経営安定のための補償、連携保

育園について、地域によってこんなにも差があ

り、それぞれの地域での行政との関わり方やどの

ようにしているのか、ということを知りました。

また、家庭的保育の良さをどのようにすれば認知

してもらえるかについて、各保育室でどのように

宣伝されているのかを聞くことが出来たり、連携

園や地域との交流についても各保育室の取り組み

方を聞いたりすることが出来ました。 

盛りだくさんの情報でしたが、すべてをすぐに

取り入れるのは難しいので、少しずつでも自分の

保育室でできることを取り入れ、日々の保育が豊

かになるようにしていきたいと思いました。 

（滋賀県大津市 にじいろ保育室 田中実範） 

 

■新しいつながりができた合研 
私は、20回大会から毎年欠かさず参加してき

ましたが、「家庭的保育の現状と課題」の分科会

に参加したのははじめてでした。おそらく今後も

参加することはないかもしれませんが、今回同じ

神戸市から「赤ちゃんホーム」の先生方が初参加

で提案してくださるということで楽しみにしてい

ました。 

 私自身は、27年間 210名定員の私立保育園に

つとめてきましたので、小規模の保育園や「赤ち

ゃんホーム」のことはあまり知りませんでした。

2015年から始まった「子ども・子育て支援新制

度」で認可された時から、「赤ちゃんホーム」の

先生方とつながることができました。 

 何と言っても、制度のない中、就業中の預け先

に困っている保護者の赤ちゃんをあずかり、見守

り、大切に大切に育てられている先生方の丁寧な

保育から学ぶことがあり、感謝せずにはいられな

かったです。マンモス園に勤め、傲慢で雑な私の

保育を振り返り反省しながらも、自治体格差がは

っきり見える分科会で、日本の制度の低さに沸々

と怒りがわいてくるばかりでした。 

 分科会で発言したことで、同じ兵庫からはじめ

て参加された先生から声をかけていただき、「ち

いさいなかま」の読者にもなってもらえたので、

新しいつながりができ心強く思っています。 

 それにしても、ひょっとしたら、365日 24時

間が保育のような毎日を送られている全国の家庭

的保育室の先生方は、いつ休まれているのでしょ

うか。私自身、体調をくずして泣く泣く退職した

ので、課題を投げかけて午後は失礼する形となり

ましたが、長年、運営側でこの分科会を支えてい

ただいている先生方にも心から感謝したいです。 

 合研は、全国から集ってそれぞれの日々を語り

合い、持ち帰り、自治体に訴え確かなものにして

いく、また「ちいさいなかま」は、それが日々身

近に感じられる手段だと、合研・「ちいさいなか

ま」の偉大さをあらためて実感できる分科会でし

た。本当にありがとうございました。 

（兵庫県保育所運動連絡会 朝倉ユミ） 
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 2019 年度の現任研修は 7月からスタートし、10月までにすでに 6 講座終えました。各講座の様子を、

参加された方の感想なども交えて、紹介します。 

7月 20日(土)午前の講座 1「家庭的保育の認知を高める情報提供のあり方を考える」（尾木まり）では、

家庭的保育の認知を高めるための取り組みについての情報交換を中心に進めました。自治体単位で家庭

的保育の紹介の地図付きチラシを作っているところも複数見られ、家庭的保育者が協力し合って作成し

たとのことでした。 

 午後の講座 2「アクションカードを使用した新しい救急危機管理」（橋

口尚幸先生）では、緊急事態が起こったときにその場にいる人がアクシ

ョンカード（指示手順書）を活用しながら、役割分担して対応する方法

を、DVD、シミュレーションとモニタリング、ゲームなどを交えながら、

楽しく学ぶ機会となりました。参加者の感想には、｢準備＆継続｣のキー

ワードがたくさんあげられていました。 

 9月 1日（日）午前の講座 3「家庭との連携と子育て支援」（水枝谷奈

央先生）では、家庭との連携、保護者支援の技法を取り上げ、グループ

での話し合いやロールプレイを通して学びました。「いろいろな対応の仕

方が参考になった」、｢実践を振り返ることができた｣、「グループ討議が

有意義だった」などの感想があげられました。 

午後の講座 4「保育現場における虐待をどのように防止するか」（澁谷昌史先生）は難しいテーマです

が、保育現場での虐待とはどのような行為を指すのか、そしてどのように防止することができるのか、

一度は取り上げておきたいテーマでした。虐待が起こりにくい環境づくりについてグループごとで話し

あった結果には、家庭的保育者も職員も気づいたことを話しあえる環境づくりや、複数でのゆとりある

保育、保育者の心身の健康などがあげられました。 

10 月 6日（日）は京都での開催です。午前の講座 9｢家庭的保育の安全講習会｣（鈴木道子）は、年に

一度気持ちを引き締めるために参加するという方も一定数います。今回は、｢家庭的保育の安全ガイドラ

イン改訂版｣の改訂のポイントを中心に進めました。 

午後の講座 10「子どもと養育者の育ち合い保育」（橋詰啓

子先生）は、最近の研究で明らかにされている赤ちゃんの

世界や乳児保育の環境づくり、演習を取り入れながらのあ

っという間の 3時間でした。 続編を希望する声も多いな

か、環境づくりの大切さを改めて認識する機会になりまし

た。                 (研修事業部) 

       

2019 年度家庭的保育現任研修 実施状況報告 
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  開催決定までの道のり           

去年の 2月に、秦野市家庭的保育室単独で『あ

そぼう会』を開催しました。参加者はたったの 2

組。家庭的保育室の良さを充分にアピール出来な

かったことが残念でした。そこでもう一度挑戦し

たいという思いから、「是非秦野市で開催させて

ほしい！」と協議会に申し出ました。 
 
 開催までの準備期間            

たった 2カ所の保育室（スタッフ総勢 10名）

で 6月から企画準備を始めました。簡単に決まる

だろうと思っていた会場決めには思いがけず苦労

しました。水嶋理事長に相談すると、「はじめは

大変だけれど頑張った分だけ結果はついてくる」

と励まされ、諦めずに交渉を続けたおかげで第一

候補の会場に決まりました。 

広報活動は、見る側（小さな子どもの家庭）を

常に想像しながら、ポスターの色、文字、内容の

簡素化などに考慮しました。よく目にする地域紙

への取材の依頼や市の広報、小さな子どもがいる

家庭はどのような場所を利用するかなどにスポッ

トを当て、相手側に立った企画を心掛けました。 

遊びは手作りのものにこだわり、保育室の子ど

もたちに実際に手に触れて遊んでもらいながら、

問題点を挙げて改良を重ねていきました。スタッ

フ同士、様々な意見を出し合いました。参加者皆

に喜んでもらいたい！そのために良いものを作っ

ていこう！という思いから一致団結出来たと思い

ます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

  当日は子どもの笑顔が溢れ                  
家庭的保育者の人数も少ない為、当協議会に応

援を依頼し、事務局員 7名にお手伝いいただきま

した。パネルシアターや各コーナーは子ども達の

笑顔が溢れ、喜びと安心感で満たされた会場とな

りました。 
 

  開催を終えて経験を力に                  

アンケートでは、家庭的保育室について「見学

してみたい」「もう少し知りたい」といった回答

を 13名からいだだきました。その他、「いろん

な遊びができたので、またやってください」「手

づくりおもちゃがとてもかわいかったです」「う

ちの子のような内弁慶の子にはありがたい施設で

す」などご意見・感想をいただき、今後の秦野市

の家庭的保育室周知と、保育の更なる質の向上に

向けて一層努力していきたいという意欲が湧いて

きました。 

今回の「いっしょにあそぼ！」では、NPOの事

務局からの全面バックアップとスタッフとの信頼

関係で、「少ない人数でも素晴らしい会が出来る

んだ！」という自信に繋がりました。 

最後に秦野市「いっしょにあそぼ！」の開催に

あたりご支援、ご協力いただいた全ての皆様に心

より感謝申し上げます。 

 
 

いっしょにあそぼ！ in 秦野市 

開催日時＆場所：令和元年 9月 21日（土） 9：30〜11：30 秦野市保健福祉センター 

参加人数：親子 33組（76 名）      （秦野市 おかのうえ保育室 瀬戸美千子） 
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                           山形市家庭的保育ルーム庵そら 柴田良子 
平成 22年に開所し今年７月で 10年目に入りました。はらはらドキドキしながらスタートした日を、今でも

鮮明に思い出します。10年間の時間で子ども達から、いろいろな事を学びました。 

「人を認め信じて関わる事」 

58 年の私の人生で、今ほど充実している時はありません。子ども達には、私の自宅、好きな 

風景環境を提供し、今後も五感の発達と感性の育成に努めると共に、親になって日の浅い保護 

者の方々の良き理解者でありたいと常々思っています。保育補助者 3 名・調理員 1 名の職員と 

子ども達が、庵そらで同じ時を共感共存し楽しく安全に、美しいことに感動できる心を養って 

いきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水遊びで涼を取ります。 

 
 
 
 

雪遊び、屋根から落ちる雪の音、

晴れ渡った空、澄んだ空気の中で、

春を待ちます。 

 

わたしの保育 

春 

↑水あそびで涼をとります 

夏 

外遊びの道具は、子ども達の発想でいろんな物に変身します。 

 
近所の方からの大きな笹竹のプレゼント。 

旧暦の七夕まで飾ります。 

 

新年度スタート、関わり方がわからず少し神妙な表情を浮かべています。 

ドラムは、クロスを掛けてテーブルになったり、穴にいろんな物を投入したり、並べて昇ったり歩いたり… 

 

冬 



                      10P 

 
わたしの

保育 

 

地域の中で育つ思いやりの保育” 

 

京都府木津川市 家庭的保育室 

NPO 法人おうち保育室 sora 武田真由美 

◇出会いは宝 

保育室の開設に至るまで、職員や子どもたち

を思う地域の方々やたくさんの仲間に出会え

たこと、教え子の子どもたちや保護者の方々、

息子の誕生を含め、それが全て保育室の宝とな

っています。 

地域の団体の方々と連携しながら保育室の

行事を一緒に楽しんだり、運動教室や豊かな自

然の地域ならではの、地産地消を大切にした食

育活動も積極的に行い、保育室の方針や特色と

しています。 

これからも、地域の中で子どもたちが笑顔で

楽しく過ごし、どんなお子さんも思いやりの溢

れる環境の中で、心身共に健やかに成長できる

よう保育室の役割を活かしていきたいと思い

ます。 

◇保育室を開設するまでの道のり 

幼い頃からの夢が叶い、結婚、出産後も保育

士として働く事にやりがいを感じていた中、息

子が発達障害の診断を受け、色々な事を乗り越

えながらたくさんのことを学ぶ機会がありま

した。加配保育士としても働いてきましたが、

個別に配慮を必要とするお子さんの援助は、ど

んなお子さんにとっても大切な事であると改

めて感じ、障害の有無に関係なく仲間を助け合

うことの大切さを子どもたちに伝えながら保

育を行うことを心がけてきました。そうした

中、思いやりで溢れている子どもたちの姿を見

ていて、人格形成に大切な乳幼児期の保育の重

要性を実感し、家庭的な雰囲気の中で行う保育

が魅力の一つである、家庭的保育の制度を勉強

して、37 歳の時に保育室の開設を目指しまし

た。市内で第 1号だった為、ゼロからのスター

トで大変なこともありましたが、地域の方々に

支えられて、2018年開設から 2年目を迎えるこ

とが出来ました。 
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厚生労働省より「まちかどポスター」「リーフレット」配布のお願い 

毎年11月を「児童虐待防止推進月間」と位置付け、児童虐待防止のための広報・啓発等の取り組みをして

います。各保育室にて虐待防止に向けた意識の高揚・定着に向け、リーフレットの配布をお願いします。 

 

前号でお知らせした現況届を提出していない方は必ず提出
をお願いいたします。 
用紙は、ホームページからダウンロードできます。 

 

 

 

 

 

川崎市の家庭的保育者は、毎年「いっしょにあそぼ！」を開催しています。昨年度よりミニ運動会形式

に内容を変更し、保育室の利用児童と一般の家庭に参加を集い、今年度も 9月 28日（土）麻生市民館に

て開催しました。 

今年度は「はらぺこあおむしオリンピック」とテーマを決め、絵本のはらぺこあおむしのストーリーに

そって種目を企画し、静と動を組み合わせた内容としました。最後のパラバルーンを使った種目では、参

加者全員が協力して風船を宙に飛ばし、歓声と感動に会場がつつまれました。 

会の開催にあたっては、川崎市から後援をいただいたことにより、会場の手配やさまざまな準備がスム

ーズに進み、当日は 53組の親子 158人と家庭的保育者 21名、補助者 29名総勢 208名が集まり大盛況の

運動会になりました。 

 

地域の活動   いっしょにあそぼ！ in 川崎市 

2019年 9月 28日（土）10：00～12：00 麻生市民館大会議室 

 

   

 

参加された方のアンケートには、 

 

・パラバルーンの種目では、子どもも大

人も一緒に楽しめて一体感が味わえた 

・小さな子どもが楽しめるイベントが少

ないのでもっとやってほしい 

・家庭的保育を知らなかったが、とても

関心を持ったのでぜひ見学に行きたい 

・普段は少人数なので運動会は無理だと

思っていたが、参加できてよかった（在

室児保護者） 

等の嬉しい感想が寄せられました。 

 
川崎市家庭的保育協議会は、これからも「いっしょにあそぼ！」の啓発イベントを通して、家庭的保

育の魅力をたくさんの人に周知理解してもらえるように頑張っていきたいと思います。 

川崎市家庭的保育 元野保育室 元野 寿美子 
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    事業主 はじめの一歩⑫  

 
年次有給休暇 Q＆A 

 

Q１有給休暇の取得は拒否できるか？  

有給休暇は従業員が「この日に有給休暇を取りたいのですがよろしいでしょうか？」 

と承認を得るものではなく、原則従業員が「この日に有給休暇を取ります」と申請し受理するだけの仕組

みで、取得を認める、認めないという考え自体存在しません。 

Q2有給休暇の時季変更権とは？ 

 事業主は従業員が請求した日に有給休暇を与えなくてはいけませんが、事業の正常な運営を妨げる場

合においては他の日に変更することができます。他の従業員と同じ日に申請があって他の者を補充でき

ないとか、その従業員でなければできない重要な業務があったりした場合、他の日に変更することがで

きます。これを時季変更権と言います。 

Q3有給休暇の目的とは？ 

 有給休暇の本来の目的は、身も心もリフレッシュして引き続き業務に精を出してもらうことですから、

有給休暇をどのように使うかは従業員の自由です。従って、届け出に理由を書かせたり干渉したりする

ことはできません。 

Q4当日の朝、有給で休みたいと言われたら？ 

労働基準法上は、従業員による年次有給休暇の申し出は、前日までに行うこととされています。当日の

申し出は拒否して欠勤使いにして構いませんし、有給休暇で処理しても良いのです。ただ、業務全般や一

緒に仕事をしている周りの人達にも迷惑をかけてしまうことになりますので、有給休暇の取得方法につ

いて細かく決めておくことが得策です。 

Q5アルバイト・パートに有給休暇日数を通知しなければダメか？ 

 決まりはないですが、違反にならなくともできるだけ通知しておくことが無難だと言えます。有給休

暇について就業規則に明記する事、労働者の目につく所に掲示する事などが定められています。有給休

暇があるという事実を把握できる状況を作りましょう。 

Q6個人事業主に有給休暇はあるか？ 

 有給は労働基準法で労働者に付与することが決められていて、「労働者」とは職種を問わず、事業もし

くは事務所に使用され、かつ賃金を支払われている者の事を指します。個人事業主は個人で事業を営む

立場にあるため、労働者に該当せず労働基準法も適用外となります。ただ、自治体によっては様々な対応

があるようです。 

Q7有給の時効は？ 

付与されてから 2年が経過すると時効となり消滅します。管理を怠らないように注意が必要です。 

Q8退職時に一気に有給消化を求められたら？ 

退職時に残りの有給休暇をすべて消化して辞めたいと言われれば拒否できません。普段から有給休暇に

ついて従業員に周知しておくことが大切です。周知するだけでなく、計画的な消化促進を目指しましょ

う。                                       （和田朝美） 
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今シーズンの流行の様子 
 冬が近づいてくると、インフルエンザの情報や予防方法がとても気になりますよね。厚生労働省の HP
によると、令和元年第 41 週（10 月 7 日から 13 日まで）の定点当たり報告数は 0.90（患者報告数 4,421）。
全国で警報レベルを超えている保健所地域は 4 カ所（1 県）、注意報レベルを超えている保健所地域は 2
カ所（2 県）あります。また、学級閉鎖や学年閉鎖を行う学校も徐々に増加しています。  

インフルエンザに感染して重症化しやすいのは、1〜4 歳の乳幼児と 80 歳以上の高齢者。9 月 9 日から

10 月 13 日までに、100 名前後の方が入院しています。 
インフルエンザ予防に効果的な手洗いとは 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ワクチンはいつまでに打つべき？ 
ワクチンは、完全に感染を防ぐわけではありません。しかし、発病をある程度予防したり、発病した場

合に重症化を防いだりすることに関しては効果があるとされています。厚生労働省の HP によると、例

年 1 月末から 3 月上旬に流行のピークを迎えるので、12 月中旬までにワクチンを打つのが望ましいとの

ことです。早めに流行の兆しが見られる地域もあるようなので、用心しておきましょう。              
(長田京子) 

これからの時期、気をつけたいインフルエンザ 

 石けんを使った手洗いは、インフルエンザウイルス

を除去するために有効な方法。手洗いすることは、イ

ンフルエンザに限らず接触や飛沫感染などを感染経

路とする感染予防にも効果的です。 
 冬場に大流行し、嘔吐、下痢、腹痛などを引き起こ

す「ノロウイルス」は、ヒトからヒトへの伝播による

二次感染で広がっていく感染症。こちらも感染予防策

としてこまめな手洗いがあげられるので、ぜひ実践し

ましょう。 
右の表を参考に、「うさぎとかめ」の替え歌で、保育

者も子どもたちもしっかり洗い、ピカピカの手を目指

してくださいね。 
 なお、インフルエンザウイルスを除去するためには

アルコール製剤による手指衛生が役立ちますが、ノロ

ウイルスに対しては、残念ながら効果が期待できませ

ん。ノロウイルスに感染した場合は、次亜塩素酸で消

毒しましょう。 

家庭的保育のひろば 

No.5 

 

歌いながら洗おう♪ 手洗いの替え歌 

「うさぎとかめ」 

おねがいおねがい 

かめさんよ 
あの三角のお山まで〜 

おおかみさんと 
競争だ〜 

1 等賞！ バイクでぶるるん 
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会員交流会 iｎ 沖縄へご参加ください！ 

2020 年 2 月 23 日（日）午前 9 時 30 分～午後 12 時 50 分 

沖縄での開催です。熱く語り合いましょう❢詳しくは同封のチラシをご覧ください。 

                                 （石橋ひろみ・小保方和子） 

 
 

 
 

 
 

厚生労働省講演会開催のお知らせ 
今年度も厚生労働省より講師をお招きし、講演会を開催します。 
◆開催日時 2020 年 1 月 19 日(日) 13:00～14:00（現任研修講座 7 終了後） 
◆会場   ワイム貸会議室 四谷三丁目 ★詳細は同封の講演会のご案内チラシをご覧ください。 
国の動きについて直接お話を聞く年に一度の機会ですので、多くの会員の皆様のご参加をお待ちして

います。                                 （鈴木桂子） 
 
 

 
 

事務局からのお知らせ 

 
新情報連絡会報告        

新情報連絡会では各々、以下の項目について情報交換や話し合いをしました。 
また、10 月の京都での開催時には、初めて草津市の会員西村理恵子さんに司会、進行を受け持ってい

ただき、主に関西の家庭的保育の現状について等の情報交換をしました。 
第 31 回新情報連絡会   7 月 20 日（土） 12:40〜13:20 池上会館 参加者 17 名 

1. 保育の振り返りを通じた質の確保と向上   2. 労基法の改正について 
第 32 回新情報連絡会   9 月 1 日（日） 12:35〜13:25 ワイム貸会議室 参加者 27 名 

配布資料：NL33 号「事業主はじめの一歩⑪」・有給休暇消化表 
1. スタッフの有給休暇・休憩時間   ⒉会員の抱えている問題・課題・疑問について 
厚労省の HP で閲覧できる「有給休暇取得ハンドブック」には、繰り越しについても記載がある。   

第 33 回新情報連絡会   10 月 6 日（土） 11:35〜12:25 京都テルサ 参加者 16 名  
1. 家庭的保育は地域によっては新しい募集もなく、増えていかないことが不安になる。 
2. 処遇改善Ⅰ.Ⅱについてまだ実施されていない地域がある。どのような取り扱いで、どのように実施

しているのか質疑があり、ほかの地域の実施状況などが話し合われた。 
3.  給食や、連携保育園との連携の仕方、代替保育などについて話し合った。 

◆次回第 34 回新情報連絡会のお知らせ 
2019 年 12 月 1 日（日） 12:35〜13:25 東京四ツ谷 ワイム貸会議室で行われます。 

★日頃の保育実践や最新の情報交換の場になっています。多くの会員の皆様の参加をお待ちしています。 
（松岡かよ子・鈴木桂子） 

 
 

 
      
 

皆さんより一足先に会場入りした、愛知合研会場の

金城学院大学では、係の方に誘われて体験足マッサー

ジ器に福川先生と並んで至福の時を過ごしました。時

にはこうやって自分に何かしらのご褒美を与えて、

日々の保育の励みとしています。愛知合研にご協力い

ただいた皆様、ありがとうございました。これからは

何かと気ぜわしい時を迎えますが、日々の保育を元気

に行っていきたいと思います。（佐藤幹子） 

編
集
後
記 

地域でも「家庭的保育者同士が集まってぜひ情報

交換したい」という声と共に昨年京都で新情報連絡

会が始まりました。声に出して社会へ伝えていく事

の大切さを NL34 号の編集を通じて改めて感じま

した。「みんなはどうしてる？」小さな悩みを話し

語り合える場にぜひご参加ください。 
NL34 号発行に向けてご協力頂いた皆様、ありが

とうございました。（長田京子） 
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